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高知県公安委員会に対する再審査の申請及び事実の申告に関する規則（平成 19 年高知県
公安委員会規則第 12号）の一部改正について
公開日 2016年 03月 31日

１ 規則等の題名

高知県公安委員会に対する再審査の申請及び事実の申告に関する規則の一部を改正する規

則

２ 根拠法令・条項

刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律（平成 17年法律第 50号）
行政不服審査法（平成 26年法律第 68号）

３ 規則等の制定日

平成 28年３月 31日（木曜日）

４ 結果公示の日

平成 28年３月 31日

５ 適用除外条項

高知県行政手続条例（平成７年高知県条例第 45号）第 38条第４項第８号に該当

６ 適用除外の理由

行政不服審査法（昭和 37 年法律第 160 号）の全部改正に伴い当然必要とされる規定
の整理をする改正であり、意見公募手続を実施することを要しない軽微な変更であるた

め。

７ 規則等の概要

公安委員会に対する再審査の申請及び事実の申告に関する規則の一部改正

別添のとおり

新旧対照表

別添のとおり

担当者：高知県警察本部警務部留置管理官

住所：高知市丸ノ内二丁目４番 30号
電話番号：088－ 826－ 0110

８ 担当課・連絡先



公安 委員会 規則

高知県 公安委 員会に 対する 再審査 の申請 及び事 実の申 告に関 す

る規則の 一部を 改正す る規則 をここ に公布 する。

平成 28年 ３ 月 31日

高 知 県 公 安 委 員 会 委 員 長 島 田 京 子

高知県公 安委員 会規則 第 14号

高 知 県 公 安 委 員 会 に 対 す る 再 審 査 の 申請及 び事実 の申告

に 関する 規則の 一部を 改正す る規則

高知県 公安委 員会に 対する 再審査 の申請 及び事 実の申 告に関 す

る規則（ 平成 19年 高 知 県 公 安 委 員 会 規 則 第 12号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

第１条 中「必 要な」 を「、 刑事収 容施設 及び被 収容者 等の処 遇

に 関 す る 法 律 施 行 令 （ 平 成 18年 政 令 第 19 2号 ） に 定 め る も の の ほ

か 、 必 要 な 」 に 改 める 。

第 ４ 条 中 「 準 用 す る 行 政 不 服 審 査 法 （ 昭 和 37年 法 律 第 16 0号 ）

第 14条 第 ４ 項 」 を 「 読 み 替 え て 準 用 す る 行 政不服 審査法 （平成 26

年 法 律 第 68号 ） 第 18条 第 ３ 項 」 に 改 め る 。

第 ５ 条 中 「 に お い て 」 を 「 に お い て 読 み 替 え て 」 に 、 「 第 2 1

条 」 を 「 第 23条 」 に 改 め る 。

第 ６ 条 第 １ 項 中 「 準 用 す る 行 政 不 服 審 査 法 第 3 4条 第 ２ 項 」 を

「 読 み 替 え て 準 用 す る 行 政不 服審査 法第 25条 第 ２ 項 」 に 、 「 第 35

条 」 を 「 第 26条 」 に 改 め る 。

第 ７ 条 を 削 る 。

第 ８ 条 第 １項 中「第 39条 第 １ 項 」 を 「 第 27条 第 １ 項 」 に 、 「 別

記 第 ４ 号 様 式 」 を 「 別 記 第 ３ 号 様 式 」 に 改 め 、 同 条 を 第 ７ 条 と

し、同条 の次に 次の１ 条を加 える。

（手続 の併合 又は分 離の通 知）

第８条 公 安 委 員 会 は 、 法 第 23 0条 第 ３ 項 に お い て 読 み 替 え て 準

用 す る 行 政不 服審査 法第 39条 の 規 定 に 基 づ き 数 個 の 再 審 査 の 申

請 に係 る審理 手続を 併合し 、又は 併合さ れた数 個の再 審査の 申

請に係 る審理 手続を 分離し たとき は、別 記第４ 号様式 による 手

続併合 （分離 ）通知 書によ り申請 人及び 処分庁 にその 旨を通 知

するも のとす る。

第９条 中「準 用する 」を「 読み替 えて準 用する 」に、 「第 41条

第 １ 項 の 規 定 に よ る 書 面 」 を 「 第 5 0条 第 １ 項 の 裁 決 書 」 に 改 め

る 。

第 1 0条 第 ２ 項 中 「 第 4 2条 第 ２ 項 」 を 「 第 5 1条 第 ２ 項 」 に 改 め

る 。

第 12条 中 「 準 用 す る 」 を 「 読 み 替 え て 準 用する 」に、 「第 14条

第 ４ 項 」 を 「 第 18条 第 ３ 項 」 に 改 め る 。

第 1 3条 中 「 に お い て 」 を 「 に お い て 読 み 替 え て 」 に 、 「 第 2 1

条 」 を 「 第 23条 」 に 改 め る 。

第 14条 を 削 る 。



第 15条 第 １ 項 中 「 第 39条 第 １ 項 」 を 「 第 27条 第 １ 項 」 に 改 め 、

同 条 を 第 14条 と し 、 同 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。

（手続 の併合 又は分 離の通 知）

第 15条 公 安 委 員 会 は 、 法 第 23 2条 第 ３ 項 に お い て 読 み 替 え て 準

用 す る 行 政不 服審査 法第 39条 の 規 定 に 基 づ き 数 個 の 事 実 の 申 告

に係る 審理手 続を併 合し、 又は併 合され た数個 の事実 の申告 に

係る審 理手続 を分離 したと きは、 別記第 ４号様 式によ る手続 併

合（分 離）通 知書に より申 告人及 び事実 の申告 に係る 留置業 務

に従事 する職 員によ る行為 があっ た留置 施設の 留置業 務管理 者

にその 旨を通 知する ものと する。

第 16条 第 １ 項 中 「 書 面 」 を 「 別 記 第 ８ 号 様式に よる通 知書」 に

改め、同 条第２ 項中「 書面」 を「通 知書」 に改め る。

第 17条 中 「 警 察 本 部 長 」 を 「 高 知 県 警 察 本部長 」に改 める。

別記第 １号様 式を次 のよう に改め る。



別記

第１号様式（第２条関係）

年 月 日

高知県公安委員会 様

住所（留置されている場合は、留置施

設が置かれている警察署の名称）

氏名 ○印

申請人が法人その他の団体である場

合は、代表者又は管理人の住所又は

居所及び職・氏名

再審査の申請書

刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第230条第１項の規定に基づき、

下記のとおり再審査の申請をします。

記

１ 再審査の申請に係る審査の申請の裁決の内容

２ 再審査の申請に係る審査の申請の裁決があったことを知った年月日

年 月 日

３ 再審査の申請の趣旨及び理由

４ 審査の申請の裁決に係る処分庁の教示の有無及びその内容



別記第 ２号様 式中「 におい て」を 「にお いて読 み替え て」に 、

「第 21条 」 を 「 第 23条 」 に 改 め る 。

別 記 第 ３ 号 様 式 を 削 る 。

別 記 第 ４ 号 様 式 中 「 （ 第 ８ 条 関 係 ） 」 を 「 （ 第 ７ 条 関 係 ） 」

に、「第 39条 第 １ 項 」 を 「 第 27条 第 １ 項 」 に 改 め 、 同 様 式 を 別 記

第 ３ 号様 式とし 、同様 式の次 に次の １様式 を加え る。



第４号様式（第８条、第15条関係）

第 号

年 月 日

様

高知県公安委員会 印

手続併合（分離）通知書

第230条第３項
刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律 において読み替え

第232条第３項

再審査の申請
て準用する行政不服審査法第39条の規定に基づき、下記の に係る審理手

事実の申告

併合しました
続を ので、通知します。

分離しました

記

（審理手続を併合し、又は分離した再審査の申請又は事実の申告）



別記第 ５号様 式を次 のよう に改め る。



第５号様式（第９条関係）

第 号

裁決書

１ 主文

２ 事案の概要

３ 審理関係人の主張の要旨

４ 理由

年 月 日

高知県公安委員会 印



別 記 第 ７ 号 様 式 中 「 （ 第 1 5条 関 係 ） 」 を 「 （ 第 1 4条 関 係 ） 」

に 、 「 第 2 3 0条 第 ３ 項 」 を 「 第 2 3 2条 第 ３ 項 」 に 、 「 第 3 9条 第 １

項 」 を 「 第 27条 第 １ 項 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 に 次 の １ 様 式を加 える。



第８号様式（第16条関係）

第 号

通知書

様

年 月 日付けでありました事実の申告について、下記のとおり確認

しましたので、通知します。

記

１ 主文

２ 事案の概要

３ 審理関係人の主張の要旨

４ 理由

年 月 日

高知県公安委員会 印



附 則

この規 則は、 平成 28年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。



新旧対照表

新 旧

高知県公安委員会に対する再審査の申請及び事実の申告に関する規 高知県公安委員会に対する再審査の申請及び事実の申告に関する規

則（抜粋） 則（抜粋）

（趣旨） （趣旨）

第１条 この規則は、刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律（平成17 第１条 この規則は、刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律（平成17

年法律第50号。以下「法」という。）の規定に基づく高知県公安委員会（以下 年法律第50号。以下「法」という。）の規定に基づく高知県公安委員会（以下

「公安委員会」という。）に対する再審査の申請及び事実の申告に関し、刑事 「公安委員会」という。）に対する再審査の申請及び事実の申告に関し必要な

収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律施行令（平成18年政令第192号） 事項を定めるものとする。

に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。

（再審査の申請の期間） （再審査の申請の期間）

第４条 法第230条第３項において読み替えて準用する行政不服審査法（平成26 第４条 法第230条第３項において準用する行政不服審査法（昭和37年法律第160

年法律第68号）第18条第３項の規定により再審査の申請の期間を計算するとき 号）第14条第４項の規定により再審査の申請の期間を計算するときは、同項の

は、同項の送付に要した日数に留置施設において再審査の申請書の送付手続に 送付に要した日数に留置施設において再審査の申請書の送付手続に要した日数

要した日数を含めるものとする。 を含めるものとする。

（補正の命令） （補正の命令）

第５条 公安委員会は、法第230条第３項において読み替えて準用する行政不服 第５条 公安委員会は、法第230条第３項において準用する行政不服審査法第21

審査法第23条の規定による補正の命令をするときは、再審査の申請書を提出し 条の規定による補正の命令をするときは、再審査の申請書を提出した者（以下

た者（以下「申請人」という。）に別記第２号様式による補正命令書を送付す 「申請人」という。）に別記第２号様式による補正命令書を送付することによ

ることにより行うものとする。 り行うものとする。

（執行停止等の通知） （執行停止等の通知）

第６条 公安委員会は、法第230条第３項において読み替えて準用する行政不服 第６条 公安委員会は、法第230条第３項において準用する行政不服審査法第34

審査法第25条第２項の規定に基づき執行停止をし、又は法第230条第３項にお 条第２項の規定に基づき執行停止をし、又は法第230条第３項において準用す

いて準用する行政不服審査法第26条の規定に基づき執行停止を取り消したとき る行政不服審査法第35条の規定に基づき執行停止を取り消したときは、書面に

は、書面により申請人及び処分庁（再審査の申請の対象となる措置をとった留 より申請人及び処分庁（再審査の申請の対象となる措置をとった留置業務管理

置業務管理者をいう。以下同じ。）にその旨を通知するものとする。 者をいう。以下同じ。）にその旨を通知するものとする。

２ 略 ２ 略

（手続の併合又は分離の通知）

第７条 公安委員会は、法第230条第３項において準用する行政不服審査法第36

条の規定に基づき数個の再審査の申請を併合し、又は併合された数個の再審査

の申請を分離したときは、別記第３号様式による手続併合（分離）通知書によ

り申請人及び処分庁にその旨を通知するものとする。

（取下げ） （取下げ）

第７条 留置業務管理者は、申請人が法第230条第３項において準用する行政不 第８条 留置業務管理者は、申請人が法第230条第３項において準用する行政不



服審査法第27条第１項の規定に基づき再審査の申請を取り下げることを希望す 服審査法第39条第１項の規定に基づき再審査の申請を取り下げることを希望す

る場合は、当該申請人に対し、速やかに別記第３号様式による再審査の申請取 る場合は、当該申請人に対し、速やかに別記第４号様式による再審査の申請取

下書（以下この条において「再審査の申請取下書」という。）を交付するもの 下書（以下この条において「再審査の申請取下書」という。）を交付するもの

とする。 とする。

２・３ 略 ２・３ 略

（手続の併合又は分離の通知）

第８条 公安委員会は、法第230条第３項において読み替えて準用する行政不服

審査法第39条の規定に基づき数個の再審査の申請に係る審理手続を併合し、又

は併合された数個の再審査の申請に係る審理手続を分離したときは、別記第４

号様式による手続併合（分離）通知書により申請人及び処分庁にその旨を通知

するものとする。

（裁決書の様式） （裁決書の様式）

第９条 法第230条第３項において読み替えて準用する行政不服審査法第50条第 第９条 法第230条第３項において準用する行政不服審査法第41条第１項の規定

１項の裁決書の様式は、別記第５号様式による裁決書（次条において「裁決 による書面の様式は、別記第５号様式による裁決書（次条において「裁決書」

書」という。）のとおりとする。 という。）のとおりとする。

（裁決書の謄本の送達） （裁決書の謄本の送達）

第10条 公安委員会は、申請人が処分庁と異なる留置業務管理者が留置業務を管 第10条 公安委員会は、申請人が処分庁と異なる留置業務管理者が留置業務を管

理する留置施設に留置されている場合は、裁決書の謄本を当該異なる留置業務 理する留置施設に留置されている場合は、裁決書の謄本を当該異なる留置業務

管理者にも送付するものとする。 管理者にも送付するものとする。

２ 留置業務管理者は、法第230条第３項において準用する行政不服審査法第51 ２ 留置業務管理者は、法第230条第３項において準用する行政不服審査法第42

条第２項の規定により裁決書の謄本が申請人に送付されたときは、速やかにこ 条第２項の規定により裁決書の謄本が申請人に送付されたときは、速やかにこ

れを交付するものとする。ただし、釈放その他の事由により申請人に裁決書の れを交付するものとする。ただし、釈放その他の事由により申請人に裁決書の

謄本を交付することができないときは、公安委員会に返送するものとする。 謄本を交付することができないときは、公安委員会に返送するものとする。

（事実の申告の期間） （事実の申告の期間）

第12条 法第232条第３項において読み替えて準用する行政不服審査法第18条第 第12条 法第232条第３項において準用する行政不服審査法第14条第４項の規定

３項の規定により事実の申告の期間を計算するときは、同項の送付に要した日 により事実の申告の期間を計算するときは、同項の送付に要した日数に留置施

数に留置施設において事実の申告書の送付手続に要した日数を含めるものとす 設において事実の申告書の送付手続に要した日数を含めるものとする。

る。

（補正の命令） （補正の命令）

第13条 公安委員会は、法第232条第３項において読み替えて準用する行政不服 第13条 公安委員会は、法第232条第３項において準用する行政不服審査法第21

審査法第23条の規定による補正の命令をするときは、事実の申告書を提出した 条の規定による補正の命令をするときは、事実の申告書を提出した者（以下

者（以下「申告人」という。）に別記第２号様式による補正命令書を送付する 「申告人」という。）に別記第２号様式による補正命令書を送付することによ

ことにより行うものとする。 り行うものとする。

（手続の併合又は分離の通知）

第14条 公安委員会は、法第232条第３項において準用する行政不服審査法第36



条の規定に基づき数個の事実の申告を併合し、又は併合された数個の事実の申

告を分離したときは、別記第３号様式による手続併合（分離）通知書により申

告人及び事実の申告に係る留置業務に従事する職員による行為があった留置施

設の留置業務管理者にその旨を通知するものとする。

（取下げ） （取下げ）

第14条 留置業務管理者は、申告人が法第232条第３項において準用する行政不 第15条 留置業務管理者は、申告人が法第232条第３項において準用する行政不

服審査法第27条第１項の規定に基づき事実の申告を取り下げることを希望する 服審査法第39条第１項の規定に基づき事実の申告を取り下げることを希望する

場合は、当該申告人に対し、速やかに別記第７号様式による事実の申告取下書 場合は、当該申告人に対し、速やかに別記第７号様式による事実の申告取下書

（以下この条において「事実の申告取下書」という。）を交付するものとす （以下この条において「事実の申告取下書」という。）を交付するものとす

る。 る。

２・３ 略 ２・３ 略

（手続の併合又は分離の通知）

第15条 公安委員会は、法第232条第３項において読み替えて準用する行政不服

審査法第39条の規定に基づき数個の事実の申告に係る審理手続を併合し、又は

併合された数個の事実の申告に係る審理手続を分離したときは、別記第４号様

式による手続併合（分離）通知書により申告人及び事実の申告に係る留置業務

に従事する職員による行為があった留置施設の留置業務管理者にその旨を通知

するものとする。

（確認の結果の通知） （確認の結果の通知）

第16条 公安委員会は、事実の申告に係る法第232条第３項において読み替えて 第16条 公安委員会は、事実の申告に係る法第232条第３項において読み替えて

準用する法第164条第４項の法第231条第１項に規定する事実の有無について確 準用する法第164条第４項の法第231条第１項に規定する事実の有無について確

認したときは、別記第８号様式による通知書により申告人にその結果を通知す 認したときは、書面により申告人にその結果を通知するものとする。

るものとする。

２ 留置業務管理者は、前項の通知書が申告人に送付されたときは、速やかにこ ２ 留置業務管理者は、前項の書面が申告人に送付されたときは、速やかにこれ

れを交付するものとする。ただし、釈放その他の事由により申告人に当該通知 を交付するものとする。ただし、釈放その他の事由により申告人に当該書面を

書を交付することができないときは、公安委員会に返送するものとする。 交付することができないときは、公安委員会に返送するものとする。

（委任） （委任）

第17条 この規則に定めるもののほか、公安委員会に対する再審査の申請及び事 第17条 この規則に定めるもののほか、公安委員会に対する再審査の申請及び事

実の申告に関し必要な事項は、高知県警察本部長が定める。 実の申告に関し必要な事項は、警察本部長が定める。



別記 別記

第１号様式（第２条関係） 第１号様式（第２条関係）

年 月 日 年 月 日

高知県公安委員会 様 高知県公安委員会 様

住所（留置されている場合は、留置施 住所（留置されている場合は、留置先警察署の名称）

設が置かれている警察署の名称）

氏名 ○印

氏名 ○印

年齢

申請人が法人その他の団体である場

合は、代表者又は管理人の住所又は 再審査の申請書

居所及び職・氏名

刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第230条第１項の規定に基づき、下記のと

おり再審査の申請をします。

再審査の申請書

記

刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第230条第１項の規定に基づき、

下記のとおり再審査の申請をします。 １ 再審査の申請に係る審査の申請についての裁決の内容

記

１ 再審査の申請に係る審査の申請の裁決の内容

２ 再審査の申請に係る審査の申請について裁決があったことを知った年月日

年 月 日

２ 再審査の申請に係る審査の申請の裁決があったことを知った年月日

年 月 日

３ 再審査の申請の趣旨及び理由

３ 再審査の申請の趣旨及び理由

４ 再審査の申請の年月日

４ 再審査の申請の裁決に係る処分庁の教示の有無及びその内容

年 月 日



第２号様式（第５条、第13条関係） 第２号様式（第５条、第13条関係）

第 号 第 号

年 月 日 年 月 日

様 様

高知県公安委員会 印 高知県公安委員会 印

補正命令書 補正命令書

再審査の申請 再審査の申請
年 月 日付けであなたからなされた については、下記の理由に 年 月 日付けであなたからなされた については、下記の理由に

事実の申告
第230条第３項

事実の申告
第230条第３項

より不適法ですので、刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律 におい より不適法ですので、刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律 におい
第232条第３項 第232条第３項

て読み替えて準用する行政不服審査法第23条の規定により、 年 月 日までに補 て準用する行政不服審査法第21条の規定により、 年 月 日までに補正すること

正することを命じます。 を命じます。

再審査の申請 再審査の申請
なお、期限までに補正された書面が提出されないときは、 を却下することがあ なお、期限までに補正された書面が提出されないときは、 を却下することがあ

事実の申告 事実の申告

ります。 ります。

記 記

（不適法な理由） （不適法な理由）



第３号様式（第７条、第14条関係）

第 号

年 月 日

様

高知県公安委員会 印

手続併合（分離）通知書

第230条第３項
刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律 において準用する行政不服

第232条第３項

再審査の申請 併合した
審査法第36条の規定に基づき、下記の を ので通知します。

事実の申告 分離した

記

（併合し、又は分離した再審査の申請又は事実の申告）



第３号様式（第７条関係） 第４号様式（第８条関係）

年 月 日 年 月 日

高知県公安委員会 様 高知県公安委員会 様

氏名 ○印 氏名 ○印

再審査の申請取下書 再審査の申請取下書

刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第230条第３項において準用する行政不服 刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第230条第３項において準用する行政不服

審査法第27条第１項の規定に基づき、下記のとおり再審査の申請を取り下げます。 審査法第39条第１項の規定に基づき、下記のとおり再審査の申請を取り下げます。

記 記

１ 取り下げる再審査の申請 １ 取り下げる再審査の申請

２ 再審査の申請の取下げの理由 ２ 再審査の申請の取下げの理由



第４号様式（第８条、第15条関係）

第 号

年 月 日

様

高知県公安委員会 印

手続併合（分離）通知書

第230条第３項
刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律 において読み替えて準用す

第232条第３項

再審査の申請 併合した
る行政不服審査法第39条の規定に基づき、下記の に係る審理手続を ので､

事実の申告 分離した

通知します。

記

（審理手続を併合し、又は分離した再審査の申請又は事実の申告）



第５号様式（第９条関係） 第５号様式（第９条関係）

第 号 第 号

裁決書 裁決書

１ 主文 様

年 月 日付けでありました再審査の申請について、下記のとおり裁決

します。

記

２ 事案の概要 １ 主文

２ 理由

３ 審理関係人の主張の要旨

４ 理由

年 月 日 年 月 日

高知県公安委員会 印 高知県公安委員会委員長 印



第７号様式（第14条関係） 第７号様式（第15条関係）

年 月 日 年 月 日

高知県公安委員会 様 高知県公安委員会 様

氏名 ○印 氏名 ○印

事実の申告取下書 事実の申告取下書

刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第232条第３項において準用する行政不服 刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第230条第３項において準用する行政不服

審査法第27条第１項の規定に基づき、下記のとおり事実の申告を取り下げます。 審査法第39条第１項の規定に基づき、下記のとおり事実の申告を取り下げます。

記 記

１ 取り下げる事実の申告 １ 取り下げる事実の申告

２ 事実の申告の取下げの理由 ２ 事実の申告の取下げの理由



第８号様式（第16条関係）

第 号

通知書

様

年 月 日付けでありました事実の申告について、下記のとおり確認しま

したので、通知します。

記

１ 主文

２ 事案の概要

３ 審理関係人の主張の要旨

４ 理由

年 月 日

高知県公安委員会 印
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